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■１ 概要 

『ＴＫ-１６６０・１７７０・７５９０設定シフト』は、弊社ＮＣＵ製品の専用設定ソフトです。 

 基本的な使い方についてはメニューバーの「ヘルプ」をご参照ください。 

 ＰＣと本機とのシリアル通信においてはＵＳＢ接続による方法とＲＳ-２３２Ｃ接続による方法があります。 

 

標準装備のＵＳＢ接続においては、マイクロＵＳＢケーブルを使用します。 

ＲＳ－２３２Ｃ接続の場合は、ＣＮ１２にＲＳ－２３２Ｃユニット（オプション）を装着しストレートケーブルを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－２】オープニング設定画面 

 

 

【図１－１】ＰＣとのシリアル通信 

通信設定は自動です  

ＣＯＭポート指定の後ＯＰＥＮ  

ＲＳ－２３２Ｃユニット 

（オプション） 

 本ソフトの使い方 

USB 

RS-232C 

ＣＮ１２ 

オリジナル設定の保存を行った 

ときファイル名を表示します 

設定内容の概要を表示します 

設定内容をＡＴコマンド表示します 

通信ログを表示します 

送られた設定はここに 

プールされます 

設定を反映するには 

「本体に送る」 

設定を保存するには 

「本体に送って保存」 

 

任意のＡＴコマンドを入力する場合はここで入力 

メーカーより設定ソフトの更新があった時、アナウンスされます 

接続機器の形式とバージョンを表示します 
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［♪ 音声データの書込・消去・ダウンロード］について 

  音声録音・再生メモリー媒体では、本機搭載のフラッシュメモリーか、後付けのマイクロＳＤカードかを選択します。 

  音声メモリーは音声№０～９９までの１００メッセージで 

・音声№０は、本装置が自動発・着信を行うと最初に起動する音声メモリーです。録音していなければスルーし、通常動作します。 

・音声№１～９９は、通常使用の登録メモリー番号になります。 

 

本機搭載８Ｍフラシュメモリーでは合計約１５分（１６ビットＰＣＭは約７分）の音声録音・再生が可能です。 

マイクロＳＤカードを使えば長時間の音声録音・再生が可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－４】音声データの書込・消去・ダウンロード画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●マイクロＳＤカードで行う場合は、 

   先に「ＡＴ＃ＶＳＤ１」コマンドを指定しておく必要があります 

   （デフォルトは「ＡＴ＃ＶＳＤ０」でフラシュメモリー指定） 

書込む WAV ファイルを  

選択します  

 「遠隔放送」で使用する場合  

16 ビットを推奨します  

 音声ファイルをＷＡＶ変換 

ＷＡＶ変換では８ビットと１６ビットの選択が出来ます。 

「■１２外線電話機から遠隔放送を行う設定」の音源 

には、１６ビットで作成されることを推奨します。 

ノイズ成分が抑えられます。 

 ＳＤカードに録音する場合  

AT#VSD1 

 マイクロＳＤカード  

 ８Ｍフラッシュメモリ  

【図１－３】音声録音・再生ポイント 

 ■８で解説  
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■２ 設定の流れ 

具体的な動作例をあげ、『ＴＫ-１６６０・７５９０設定ソフト』における設定の流れを示して行きます。 

これよりの各種設定は「出荷時設定」を基にしています。出荷時設定に戻すには「AT&F」コマンドを用います。 

また、設定入力後は「AT&W」コマンドで設定の保存を行わない限り、電源を切ると設定は失われてしまいます。 

本ソフトでは下図の ④’「本体に送って保存」が、各種設定入力後に「AT&W」を付加した転送ボタンです。 

 

●「３回のコールで自動着信を行う」設定の例（次ページの例1） 

手順 ①『メーカー提供 設定例リスト』ボックスより「応答設定」→「①呼出信号の検知回数」を選択 

手順 ②『設定例の内容』ボックスより「送る設定に追加」を選択 

手順 ③「コマンド・任意設定値の入力」設定ダイアログボックスの入力フォームに「３」を入力 

手順 ④『本体に送る設定』ボックスより「本体に送る」を選択 

※他に設定項目が無く確定する場合は④’「本体に送って保存」を選択する。電源を外しても設定は保存されます。 

手順 ⑤ 送信確認のダイアログボックスが出るので「はい」を選択 

手順 ⑥ 結果報告のダイアログボックスがでるので「ＯＫ」を押す  以上 

◎以降の各設定例では、基本的に「手順①」及び「手順③」のみの記載で進めます。 

 

【図２－１】設定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④’ 

① 

⑤ 設定した内容の転送確認 

② ④ 

⑥ データ転送後、「ＯＫ」で完了 

⑦ 任意のＡＴコマンドを手動入力する場合はここを使うと便利 

 (AT&Fや AT&Wを手動で入力する場合等にも) 

③ 設定回数の「３」を入力し 

「ＯＫ」を押す 
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■３ 「自動着信」と「識別自動着信」の設定 

 ＡＶの場合は自動着信直後、「音声メッセージ№0」を再生します。録音していなければ通常動作します。 

 

例１）３回のコールで自動着信を行うには        例２）自動着信を行わないようにするには 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数  手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに3を入力  手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに0を入力 

 

 

例３）３回のコールで識別自動着信を行うには  （ナンバーディスプレイの回線に接続します） 

（登録電話番号を 0827-24-0081と 0827-24-1444 にした場合） 

準備 本装置を、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）の回線に接続 

手順 ① 応答設定 → ②識別自動着信 

手順 ③ 「相手先１の電話番号」入力フォームに0827240081 を入力（市外局番を省略することは出来ません） 

 〃 「相手先２の電話番号」入力フォームに0827241444 を入力（市外局番を省略することは出来ません） 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに3を入力 

 

 

例４）自動着信後、コンデンサマイク式のヘッドセットを使って外線電話機と音声通話を行うには 

手順 ① 応答設定 →①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ① 音声入出力設定 → 送話入力（ＡＦ ＩＮ）の信号源 

手順 ③ 「送話入力の信号源」入力フォームより、２：バイアス有のマイク入力を選択 

 

 

まとめ 

３回のコールで電話番号 0827-24-0081からの識別自動信後、ヘッドセットを使って相手先と通話を行うには 

準備 本装置を、発信電話番号受信機能（ナンバーディスプレイ）の回線に接続 

手順 ① 応答設定 → ②識別自動着信 

手順 ③ 「相手先１の電話番号」入力フォームに0827240081 を入力 

手順 ① 応答設定 → ①呼出信号の検知回数 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに3を入力 

手順 ① 音声入出力設定 →送話入力（ＡＦ ＩＮ）の信号源 

手順 ③ 「送話入力の信号源」入力フォームより、２：バイアス有のマイク入力を選択 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図３－１】自動着信の基本接続 

例３）「識別自動着信」の場合は、 

ナンバーディスプレイ回線で 

外線電話機 

例４）「ヘッドセット通話」の場合 

ＡＣアダプター 

 

 

 

以降の解説図では標記省略 
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■４ プッシュボタン操作で音声再生を行う設定（ＡＶのみ） 

各種機器のＯＮ／ＯＦＦ状況を音声確認することが出来ます。ＣＮ３に対象機器を最大８接点接続することが可能です。 

自動着信の後、プッシュボタン式電話機のプッシュボタン操作で、予めアップロードした音声の再生を行います。 

 音声のアップロードは【図１-３】で示す[音声データ書込み／消去 設定]ウインドウで行います。 

 

 

 ●[１]～[８]をプッシュすると、 

ＣＮ３の№２～№９が、ＯＮであれば音声メモリー№１を、ＯＦＦであれば音声メモリー№２を再生する場合 

  （予め音声メモリー№１と№２にメッセージを録音しておく必要があります） 

 

例１）自動着信後、外線電話機の [１] ～ [８]をプッシュすると、№２～９の接点ＯＮ/ＯＦＦ状態をアンサーバックする 

手順 ① 音声再生 → ④外線電話機でCN3の接点 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

 

 

例２）併設電話機の [１] ～ [８]をプッシュすると、№２～９の接点ＯＮ/ＯＦＦ状態をアンサーバックする 

手順 ① 音声再生 → ⑤併設電話機でCN3の接点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●[１]～[８]、[０]、[＊]、[＃]をプッシュすると、音声メモリー№１～№１２を再生する場合 

（予め音声メモリー№１～№１２にメッセージを録音しておく必要があります） 

 

例１）自動着信後、外線電話機の [１]～[８]、[０][＊][＃]をプッシュすると、音声メモリー№１～№１２を再生する 

手順 ① 音声再生 → ②外線電話機で再生 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

 

  

例２）併設電話機の [１]～[８]、[０][＊][＃]をプッシュすると、音声メモリー№１～№１２を再生する 

手順 ① 音声再生 → ③併設電話機で再生 

 

 

※再生中の音声メモリーについて 

再生中に、現在の再生を中止し、他の音声を再生したいときは、「ＡＴ！ＶＣ１」を設定します。 

 デフォルトは「ＡＴ！ＶＣ０」で、現在の再生が終わってから、次の再生を行います。 

例1） 外線電話機 

ＣＮ６ 

【図４－１】各種機器のＯＮ／ＯＦＦ状況を電話機で確認 

例2） 併設電話機 

接点のＯＮ／ＯＦＦ状態を通報 

ＯＮ ・・・・・ 音声メモリー№１ 

ＯＦＦ･･･ 音声メモリー№２ 

をアンサーバックします 



- 6 - 

 

■５ プッシュボタン操作でＯＮ／ＯＦＦを行う設定 

 自動応答中に、プッシュボタン式電話機のプッシュボタン操作で、各種機器のＯＮ／ＯＦＦを行います。 

 ・オプションのリレーボード(TK-9610BT)を接続すると、８回路リレーのＯＮ／ＯＦＦができます。（【図５－１】を参照） 

 

●ＴＫ－９６１０ＢＴを使う場合 

リレーボード（ＴＫ－９６１０ＢＴ）の制御は、ＣＮ１２の出力にて行います。 

以下の各例）で示す「動作設定」を行った後は、「本体に送って保存」を行い、本装置の電源を入れ直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１）自動着信後、外線電話機の [１] ～ [８]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ①ワンプッシュ（モーメンタリー） 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

 

例２）自動着信後、外線電話機の 

 [２]を押すと№１のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ [４]を押すと№２のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ 

[６]を押すと№３のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦ [８]を押すと№４のリレーがＯＮ、放すとＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ③ワンプッシュ（ジョイスティク） 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

★電源接続の手順 

設定中はリレーボード(TK-9610BT)はＣＮ１２からはずしておく 

【図２-１】の ④’「本体に送って保存」を行い一旦電源ＯＦＦ → TK-9610BTを接続して再度電源ＯＮ 

【図５－１】ＴＫ－９６１０ＢＴを専用ケーブルで接続 

【図５－２】ＣＮ１２をＴＫ－９６１０ＢＴ制御専用コネクターとして設定、各種リレー制御を行う 

電源 

ＴＫ－９６１０ＢＴ 

外線電話機 CN12 

№５      №４ 

№６      №３ 

№７      №２ 

№８      №１ 

CN12 CN1 CN2 

TK-9610BT側     TK-1770側  



- 7 - 

 

例３）自動着信後、外線電話機の特定のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＮになり、それ以外のＤＴＭＦ受信はＯＦＦする 

（ここでは特定のＤＴＭＦ信号を[＊]とする） 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ④指定キーＯＮ 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

 

例４）自動着信後、外線電話機の [１][＊]～[８][＊]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮ、 

[１][＃]～[８][＃]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ⑧ツープッシュ（オルタネート） 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

※リレーのＯＮ／ＯＦＦ状況を、音声またはトーンで確認することが可能です。（音声確認はＡＶのみ） 

遠隔操作設定 → 状態確認 をご参照ください。 

 

 

例５）自動着信後、外線電話機の  [１]～[８]をプッシュすると№１～８のリレーがＯＮし、３秒後にＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ②プッシュ遅延ＯＦＦ 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

 〃 「ＯＮ時間（×０．１秒）」入力フォームに30を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

 

例６）自動着信後、外線電話機の [１][＊]～[８][＊]をプッシュすると№１～８のリレーが３秒後にＯＮ、 

[１][＃]～[８][＃]をプッシュすると№１～８のリレーが５秒後にＯＦＦする 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ⑨ツープッシュ遅延 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

 〃 「ＯＮになるまでの時間（×０．１秒）」入力フォームに 30を入力 

 〃 「ＯＦＦになるまでの時間（×０．１秒）」入力フォームに 50を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

 

 

例７）自動着信後、外線電話機のＴＫ－９６１０ＢＴのＯ１～Ｏ４接点を、プッシュボタンに対応するバイナリコード 

でＯＮ／ＯＦＦし、Ｏ５接点を、何れかのボタンをプッシュしている間、ＯＮする （表５－１参照） 

手順 ① 遠隔操作設定 → リレー制御 → ⑫バイナリ 

手順 ③ 「呼出信号の検知回数」入力フォームに任意の数値を入力 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 

※Ｏ１～Ｏ４接点は、最後にプッシュしたボタンに対応するバイナリコードを保持します 

 表５－１ プッシュボタンとＯ１～Ｏ４の関係 

プッシュボタン Ｏ１ Ｏ２ Ｏ３ Ｏ４ プッシュボタン Ｏ１ Ｏ２ Ｏ３ Ｏ４ 

Ｄ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＊ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＃ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ Ａ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ Ｂ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ Ｃ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 



- 8 - 

 

■６ 各種動作状態の接点出力 

本装置の動作状態の変化で、リレーのＯＮ／ＯＦＦを行います。 

 ・オプションのリレーボード（ＴＫ－９６１０ＢＴ）を接続すると、８回路リレーのＯＮ／ＯＦＦができます。 

 ・オプションのリレーボード（ＴＫ－９６１０ＢＳＩ）２枚を接続すると、１６回路リレーのＯＮ／ＯＦＦができます。 

 

★上記何れの場合も、各リレーボード接続に当たっては、 

前項「■５ プシュボタン操作でＯＮ／ＯＦＦを行う設定」で示した電源接続の手順に従ってください。 

 

例） 

・№１リレーを、オフフック（回線接続）中、ＯＮにする 

・№２リレーを、併設電話機が使用中であればＯＮ、使用していなければＯＦＦにする 

・№３リレーを、呼出信号（リング）を検知する度４秒間ＯＮにする 

・№４リレーを、通話可能な間ＯＮ、通話できない間ＯＦＦにする 

・№５リレーを、着信時と、発信時に着信先の応答を検知するとＯＮ、オンフック（回線切断）でＯＦＦにする 

・№６リレーを、暗証番号が一致するとＯＮ、オンフック（回線切断）ＯＦＦにする 

・№７リレーを、ペアリングしている携帯端末が使用中であればＯＮ、使用していなければＯＦＦにする 

・№８リレーを、グループ通報を開始するとＯＮ、グループ通報終了条件を満たした時点でＯＦＦにする 

 

●上記の動作を、ＴＫ－９６１０ＢＴの№１～８のリレー動作で行う場合 

手順 ① 状態監視設定 → 本体の動作状態変化でリレーを駆動-1 

手順 ④’ 「本体に送って保存」を行い、電源を入れ直す 
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ＣＮ６ 

■７ 併設電話機の使い方あれこれ 

 併設電話機をオフフックするだけで、予め登録した電話番号への自動ダイヤルが可能です。 

 相手先応答後は、併設電話機で通話ができ“電話回線を使ったインターホン”の様な使い方が出来ます。 

 

例１）併設電話機をオフフックすると「0827-24-0081」の電話番号に自動呼び出しを行う場合 

   相手先がオフフックすると音声メモリー№０が自動再生されます。（ＡＶのみ） 

手順 ① 通報設定 → ①併設電話機のオフフックでグループ通報 

手順 ③ 「呼出先1の電話番号」入力フォームに0827240081を入力 

 

 

例２）併設電話機をオフフックすると、先ず「〇〇を呼び出していますのでしばらくお待ちください」等の応答メッセージ

を発しその後自動呼出しを始める。「0827-24-1444」の電話番号に自動呼び出しを行う場合（ＡＶのみ） 

予め音声メモリー№１に、「〇〇を呼び出していますのでしばらくお待ちください」等のメッセージをアップロードします。 

手順 ① 通報設定 → ②併設電話機のオフフックで案内付通報 

手順 ③ 「呼出先1の電話番号」入力フォームに0827241444を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３）併設電話機をオフフックし、ワンプッシュボタン操作で登録先へダイヤルを行う場合（ワンプッシュダイヤル） 

   呼出先１を押すと「０８２７－２４－００８１」へ、呼出先２を押すと「０２７－２４－１４４４」へダイヤルの場合 

手順 ① 通報設定 → ④併設電話機をオンフックしワンプッシュ通報 

手順 ③ 「呼出先1の電話番号」入力フォームに0827240081を入力 

手順 ③ 「呼出先２の電話番号」入力フォームに0827241444を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮ６ 

オフフック 

【図７－２】併設電話機のオフフックに続いて呼出先ボタンを押すと自動発信 

【図７－１】併設電話機のオフフックで自動発信 

併設電話機をオフフック 

 

ダイヤル操作不要！ 

マトリクス接続 

「呼出先１」 

 

 

 

「呼出先２」 

「呼出先１」はボタン①に対応し、ＣＮ６の２－６に 

「呼出先２」はボタン②に対応し、ＣＮ６の２－７に接続を行います。（太線で示しています） 

同様にマトリクス接続で最大１６の呼出先を設定できます。 

（オプションキーボード ＫＢ－９６Ｂを使用する場合はストレートケーブルで接続） 
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例４）相手先との通話を、本装置に接続したヘッドセットと、併設電話機で切換え運用を行う場合 

 

手順 ① 併設電話機設定 →「併設電話機通話」と「本体通話」の切換え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７－３】相手先との通話を、「本体通話」と「併設電話機通話」に切換え 

本体通話 

外線電話機 併設電話機通話 

ＳＥＴボタンで切換え 

押す：本体 

放す：併設電話 

 

ＣＮ５ ＣＮ４ 

Ｓ１ 



- 11 - 

 

ＡＦ ＯＵＴ → ③ 

■８ 外線電話機から遠隔放送を行う設定 

【図８－１】の接続で、回線成立後、外線電話機からの遠隔放送が可能です。 

ＣＮ７の受話信号出力端子より 

①-③で「電話回線の音声出力」 

①-②で「外部回路へのドライバー出力」を取出すことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 1）自動着信後、「暗証番号」を送信。暗証番号承認後、放送を行う。オンフックで放送終了。 

手順 ① 遠隔操作設定 → 遠隔放送 → ②基本放送(暗証番号) 

手順 ③ 「呼出番号の検出回数」入力フォームに任意の回数を入力 

 〃 「暗証番号」の入力フォームに任意の番号を入力（最大２８桁） 

 

 

例２）自動着信後、「暗証番号」を送信。暗証番号承認後、放送を行う。 

      放送の前・後にはチャイムを入れる。後チャイムが終われば自動でオンフックする。 

［準備］ 

音声メモリー№１に“放送前のチャイム音”を、音声メモリー№２に“放送後のチャイム音”を登録します。 

書込み時に「この音声はＡＦ ＯＵＴにも再生」のチェックボックスに☑を入れて下さい。【図１-４】参照 

［動作］ 

放送前のチャイム音は着信時に自動起動し、放送後のチャイム音は＃００の押下で起動します。 

チャイム終了後は自動でオンフックします。 

手順 ① 遠隔操作設定 → 遠隔放送 → ⑤チャイムを付加（暗証番号） 

手順 ③ 「呼出番号の検出回数」入力フォームに任意の回数を入力 

 〃 「暗証番号」の入力フォームに任意の番号を入力（最大２８桁） 

 

 

例３）「識別自動着信機能」により、登録された電話番号からの遠隔放送を行う。（ナンバーディスプレイ回線に接続） 

手順 ① 遠隔操作設定 → 遠隔放送 → ⑥チャイムを付加（登録回線） 

手順 ③ 「相手先の電話番号」入力フォームに電話番号を入力 

 〃 「呼出番号の検出回数」入力フォームに任意の回数を入力 

＋  
24V max 
－ 

アンプ 

ＣＮ５へ 

② ← オープンドレイン出力 

Ⓐ       Ⓑ  

外線電話機 

 ＜電話回線の音声出力側＞        ＜ドライバー出力側＞ 

Ⓐ、Ⓑ 間の負荷は 

最大：DC24V、100mA 

 
音声出力 

ＣＮ５ 

Ⓐ、Ⓑ 間にリレーを 

挿入し、アンプの電源の 

ＯＮ／ＯＦＦと連動可能 

Ⓐ      Ⓑ  

① ← ＧＮＤ 

【図８－１】外線電話機を使っての遠隔放送 
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【参考】前ページの「遠隔放送」では、メッセージ発声時以外の出力を停止し、ノイズ対策として利用することが可能です。 

ＣＮ７から出力される音声信号が設定レベル以下の時は消音する。（バージョン１．８０以降対応） 

手順 ⑦ AT!VR3 選択番号40の状態で受話出力を制御 

 〃 AT!D40=113 信号検出中のみ受話出力をＯＮ 

 〃 ATS82=24 信号検知レベルの調整  範囲は 0～39（-30dBm～-69dBm、-1dBm単位）で 12(-42dBm)がデフォルト 

 〃 ATS83=50 信号検知持続時間の調整 範囲は 0～255（0秒～2.55秒、0.01秒単位）で 50(0.5秒)がデフォルト 

 〃 AT!VT1 信号遅延をかけ、受話出力の頭切れを緩和する 

 

 

 

 

■９ プッシュボタン操作で受話出力や送話入力の切り換えを行う設定 

【図９－１】の接続で、外線電話機のプシュボタン操作により本装置設置場所のモニターと威嚇を行うことが出来ます。 

プッシュボタン式電話機のプッシュボタン操作で、送話入力（ＡＦＩＮ）と受話出力（ＡＦＯＵＴ）の切り換えを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１）自動着信後、外線電話機のプシュボタン操作により設置場所の“モニターと威嚇”を行う。 

［１］で発声、［２］で集音 

手順 ① 音声再生 → ①「送話入力」と「受話出力」を切換える 

手順 ③ 「呼出番号の検出回数」入力フォームに任意の回数を入力 

 

 

例２）本装置に接続されたセンサー等が反応して、ＣＮ６の№2がＯＦＦからＯＮに変化したとき、通報を行う。 

電話番号は「0827-24-0081」、通報手順は「応答のみ」、応答時間は３秒とする。 

着信を受けた外線電話機は、プシュボタン操作により設置場所の“モニターと威嚇”を行う。 

［1］をワンプシュで発声、［２］をワンプシュで集音 

手順 ① 通報設定 → ⑧制御入力変化による自動通報-3 

手順 ③ 「通報先１の電話番号」入力フォームに0827240081 を入力 

 〃 「通報手順」入力フォームに0を入力 

 〃 「制御入力変化応答時間」入力フォームに300を入力 

 

※回線接続時と、[１]や[２]以外をプッシュすると、ＡＦＩＮ と ＡＦＯＵＴ は、両方ミュートになります。 

【図９－１】外線電話のプシュボタン操作で“モニター”と“威嚇”の切換え 

例２） 

アンプ 

電話回線の音声出力（発声） 

ＣＮ６ 

コンデンサマイク（集音） 

ＣＮ５ ＣＮ４ 

外線電話機 

③ 

① 

＜モニターと威嚇＞ 
 

ワンプッシュで音声出力 
 

ワンプッシュでマイク入力 
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■１０ グル―プ通報を行う設定 

【図１０－１】の接続で、グループ通報を行います。通報源となるイベントには以下の３種類があげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 併設電話機のオフフックでグループ通報を行う場合 

例）併設電話機をオフフックしたら、電話番号「0827-24-0081」と「0827-24-1444」に通報する。 

通報手順は「応答のみ」とする。 

手順 ① 通報設定 → ①併設電話機のオフフックでグループ通報 

手順 ③ 「呼出先１の電話番号」の入力フォームに0827240081を入力 

〃 「呼出先２の電話番号」の入力フォームに0827241444を入力 

〃 「通報手順」の入力フォームに0を入力 

 

 

② 停電を感知してグループ通報を行う場合（ＣＮ１０に対してバックアップ電源の準備が必要です） 

例）３０秒間の停電を感知したら、電話番号「0827-24-0081」と「0827-24-1444」に通報する。 

通報手順は「グループ全員応答」とする。音声メモリー№１に録音したメッセージを再生する。 

手順 ① 通報設定 → ⑤停電発生感知による自動通報 

手順 ③ 「通報先１の電話番号」の入力フォームに0827240081を入力 

〃 「通報先２の電話番号」の入力フォームに0827241444を入力 

〃 「通報手順」の入力フォームに2を入力 

〃 「制御入力変化応答時間」の入力フォームに3000を入力 

 

 

③ 制御入力の変化を感知してグループ通報を行う場合 

例）ＣＮ６の№２がＯＦＦからＯＮに変化したら、５秒後に、電話番号「0827-24-0081」と「0827-24-1444」に 

通報する。通報手順は「暗証番号確認」とし暗証番号を５６７８にする。 

その後、音声メモリー№２に録音したメッセージを再生する。（ＡＶのみ） 

手順 ① 通報設定 → ⑦制御入力変化による自動通報-2 

手順 ③ 「通報先１の電話番号」の入力フォームに0827240081を入力 

〃 「通報先２の電話番号」の入力フォームに0827241444を入力 

〃 「暗証番号」の入力フォームに5678を入力 

〃 「制御入力変化応答時間」の入力フォームに500を入力 

 

１
２
３

 

２    １ 

ＣＮ３の№２をＯＮした場合 

ＣＮ１０に９Ｖ電池等でバックアップ 

【図１０－1】３種類のイベントによるグループ通報 

ＣＮ１１ ＴＥＬ 

併設電話機の 

オフフック 

 

停電発生 

ＣＮ11への給電STOP！ 

 

外部入力 

ＣＮ３への制御入力 

 

外線電話機 

ＣＮ６ 

○1  

 

○2  

 

○3  

ＣＮ１０ 

グループ通報 

呼出は１件に対して６０秒(デフォルト)行い、 

応答がなければ次の呼出し先に移ります 
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■１１ ２４Ｖ回線で使用するときの設定 

 通常、２線式アナログ電話回線は４８Ｖですが、内線交換機（ＰＢＸ）に接続して使用されると、２４Ｖの場合があります。 

 本装置のデフォルト設定は４８Ｖ回線用にしてあり、２４Ｖ回線で使用することができません。 

 ※ファームウエアバージョン１．５４から対応しています。（２０１４年９月１８日以後の出荷分） 

  以前のバージョンでは、設定は変更できますが、２４Ｖ回線用にはなりません。 

 

 ●ファームウエアのバージョンを確認する場合 

手順 ⑦ ATI3 ファームウエアのバージョンを確認 

 

 ●回線電圧を確認する場合 

手順 ⑦ ATI19 回線電圧を確認する 

 

 ●２４Ｖ回線で使用する場合 

手順 ⑦ ATS50=160 ２４Ｖ回線で使用する 

 

 ●４８Ｖ回線で使用する場合 

手順 ⑦ ATS50=219 ４８Ｖ回線で使用する 
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■１２ 疑似交換機のご案内 

本製品は、電話網のシミュレーションを行うための疑似交換機で、日本の発信電話番号受信機能(ナンバーディスプレー)  

に対応しています。 

以下の機能を備え、本装置の各種設定や通信確認に威力を発揮します。 

 

• 電話機やＦＡＸ等の電話端末設備を、加入者回線に接続することなく試験やデモンストレーションができます。 

• 代表的な日本交換機の場合、設定により、信号アッテネータが入りますので、厳しい試験ができます。 

• 設定により、内線（外線「０」発信）の４８Ｖ回線または２４Ｖ回線のシミュレーションができます。 

• 設定により、代表的な日本ＮＴＴ交換機と米国ＡＴ＆Ｔ交換機の信号を発生できます。 

• 各回線は独立設定のため、１回線は代表的な日本ＮＴＴ交換機、もう１回線は米国ＡＴ＆Ｔ交換機のような使い方ができます。 

• 本装置は、２線式電話端末設備用です。故障の原因となる場合がありますので２線式電話端末設備以外には接続しないで下さい。 

• 小型・軽量です。 

[TK-7598W]     幅60mm×高さ40mm×奥行85mm（100g） 

[TK-7598WH]  幅125mm×高さ32mm×奥行80mm（150g） 
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